
社会人のフィジカル・レクリエーションに関する研究

一名古屋市内公立高等学校の卒業生の場合一

〈昭和 50年2月 1日受付)

名古屋大学助教授 中 島 豊 雄

名古屋学暁大学助教授 坪 田 暢 允

I 研究の目的

わが国VC;l>>ける体育・スポーツは学校を中心

K発達し、社会人としての生活を通しての体育

・スポーツは立ち遅れているといわれる。 ζの

ζ とは、換言すれば、学校教育の場κbいては

体育・スポーツ活動K参加するが、卒業後社会

人としての生活の場ではフィジカル・レクリエ

ーションに参加しない傾向が強いという ζ とを

意味しているともいえる。

しかし、近年国民の体育・スポーツ K対する

関心が高まるとともに、生活のなかVC;l>>けるフ

ィジカ fレ・レクリエーションへの要求が急速に

高まってきている。 ζのことは、学校の体育・

スポーツ教育が、在学期ばかりで念〈、生涯に

わたってのフィジカル・レクリエ ションの配

慮のうえに意図されなければなら左い ζ とを強

調するものであり、さらに学校の体育・スポ

ツ教育を卒業後のフィジカル・レクリエーショ

ンの観点から再吟味してみる必要性のあるとと

を意味するものであろう c

学校の教育が、人間の意識や行動に及ぼす影

響は非常に大き〈、学問や芸術に対してはもち

ろんの ζ と、趣味や娯楽活動κ対しでも、人々

※1 最近では

に興味を抱かせたり、技術を習得させたりする

場合の鍵であり、基本的なものである ζ とはい

うまでもない。そして、体育やスポーツ活動K

つhても、学校教育の影響は、他の場合と同様

埠外ではないであろう。したがって今日、社会

生活のなかにがけるフィジカノレ・レクリエーシ

ョンの普及・振興を考える場合、まず学校時代

κ受けた体育・スポーツκ関する教育が、その

後の生活のなかでどのように受け入れられ、ま

た、それκ対してどのような考えをもっている

かなど、学校にかける体育・スポーツと卒業後

VC;l>>けるフィジカル・レクリエーションの聞に

存在する関係を究明し、さらに学校の体育・ス

ポーツ教育が現実のフィジカノレ・レクリエ シ

ョンを規定しているさまざまな要因のなかで、

どの側面K関連があP、またそれが卒業後のフ

ィジカノレ・レクリエーションを規定する基本的

な鍵であり得るのか、あり得ないのかなどを追

求するととが重要な課題となってくる。

しかし、今日までとれらの問題については、

わずかに概念的に論ぜられているにすぎず、ま

とまった組織的研究はきわめて少な崎そこで

筆者は、との問題を体系的κ把握しようと試み

て、研究の第 1歩として「学校体育と社会体育

(1)嘉戸 修 1974 運動クラプの運動欲求変容機能K関する一考察.体育とスポーツ集団の社会学(道幸晴院)

(2肝白 暢允 1974 社会体育K関する高等学校教師の態度 (名古屋学院大学論集11ー1) 

(3)中島豊雄 1971 学校体育と社会体育の接点K関する研究 (名古屋大学紀要15) 
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の接点に関する研究予izLいて、大学卒業者の
フィジ元ノレ・レクリエーションと大学の体育・

スポーツとの関連の問題を究明し、学校教育の

場 VC;j;>ける体育・スポーツと卒業後社会人とし

ての生活の場にbけるフィジカノレ・レクリエー

ションとの間κ存在する関連条件について、い

〈つかの知見を得た。しかし、資料が大学卒業

者κ限定されたものであるので、 ζの問題をさ

らに究明していくためKは、数多〈の研究調査

の集積が必要である。そこで、今回は上記の研

究成果をふまえて、学校教育VC;j;>ける体育・ス

ポーツと卒業後のフィジカノレ・レクリエーショ

ンとの関係K関する研究をさらに発展させるた

めκ、高校VC;j;>ける体育・スポーツと卒業後の

フィジカル・レクリエーションとの関係を究明

した。したがって、本論文は、高校VC;j;>ける体

育・スポーツと卒業後のフィジカノレ・レクリエ

ーションとの関係に限定された範囲κついての

究明の報告である。

E 研究の方法

1 方法

2 時期

5 対象

郵送法による質問紙法

昭和47年5月

対象者は、昭和 35年 3月、昭和 40年 3月

の名古屋市内公立高等学校の男子卒業生で調査

に回答した 779名である。調査票の配布数b

よび回収の状況はつぎのと b り

調査票の配布総数 1 8 5 0 

調査不能数 351 

回収有効調査票数 779 

回収率 5 4.2 9も

念事子、対象者の選定は、公立高等学校 8校の

卒業生を、同窓会名簿κよって無作為抽出した。

4 対象者の特性

業者(3 9 0名)のほぼ全員が 30才であり、

昭和 40年 3月卒業者(389名)のほぼ全員

が 25才である。学歴は高卒者が 46.1%、 大

卒者が 53. 9 0/0である。結婚は未婚者が 51. 6 

%、既婚者が 48.4%である(資料一 1参照以
※2 
下同じ)。職業は大企業従業員 29.3 %、中小

企業従業員 25.4%、公務員 20.3%などであ

る(資料-2 )。

表 1 対象者数と学歴

有:み
実 学歴

数 高卒 大卒

昭和 390 
198 192 

35 (30才) ( 5 0.8) (49.3 ) 

昭和 389 160 229 
40 ( 2 5才) ( 4 1.1 ) ( 5 8.9) 

計 779 358 421 
(46.0 ) ( 54.0 ) 

5 分析の方法

第 1図κ示す説明モデルK もとづいて、各項

目聞の相互関連を分析し、高校VC;j;>ける体育・

スポーツと卒業後のフィジカル・レクリエーシ

ョンとの関係の究明に重点、をbいて考察する。

なb、項目聞の有意差検定はX2検定をもちい、

さらに危険率 5%以下で有意な関連にあるもの

κついては、関連の強弱をクラマーの関連系数

で求めた。ただし、クラマーの系数はその平方

根で示した。

なb紙数の関係で、項目聞の関連表は大部分

割愛せざるを得なかったので、会もな関連表の

みを必要最少限のせた。

E 調査結果と考察
上記第 1図K示した説明モデノレにもとづいて

調査結果を整理し、下記の 3領域について、そ

れぞれ「反応内容Ji項目関の関連Jiまとめj

表 1VC示すどと〈、年令は昭和 35年 3月卒 ※2 資料は文末Kのせである。
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図 1 説明のモデル

の項K分類して考察した。

卒業後のフィジカノレ・レクリエーション

2 高校に会ける体育・スポーツ

3 高校U仁会ける体育・スポ ツと卒業後の

フィジカノレ・レクリエーションとの関係

卒業後のフィジカル・レクリエーション

卒業後のフィジカノレ・レクリエーシヲンを、

フィジカノレ・レクリエーションの実施、スポー

ツ志向、スポーツの愛好、スポーツの価値観、

運動技術の 4側面からみる ζ とにする。

〔反応内容〕

フィジカル・レクリエ ションの実施程度は、

週 1回以上やっているものが 34.0%となって

なり、比較的高い(資料 13)。スポーッ κ対

ずる意欲も強いといえる(資料 8，14 )。また、

フィジカル・レクリエ ションの実施程度とス

ポーツに対する意欲は、いずれも年令Kよる差

異はほとんどみられない。

っき:'(1(、スポーツの愛好とスポーツの価値観

についてみると、社会生活のなかでのスポ ツ

κ対しては、好意的態度を示すものが多い(資

料 10， 11)0 また多くのものが自分の運動技術

K自信をもっている(資料 12 )。

〔項目聞の関係〕

表.2， 3， 4， 5と図 2(1(示すように、フィ

ジカノレ・レクリエーションの実施はスポ ツ志

向と強い関連があり、スポーツの愛好、運動技

術とも有意な関連がある。スポーツ志向は、ス

ポ ツの愛好運動技術、スポーツの価値観と強

っ。



い関連があり、さらKスポーツの愛好、スポー

ツの価値観、運動技術の 3者相互の問Kも有意

な関連がある。

表2 フィジカル・レクリエーションの実施とスポーツ志向との関連

スポーツ志向

P<O.O 1 手ド 警 た や

常κ ま り
カZ V亡 た

や やれあ
は 〈

り や
な

た たりば たりレ3 レ、
N ν、 い

イ主iEs3l 
週 3回以上 74 40.5 58.1 1.4 

週 1-2回程度 1 44 1 6.4 81.3 4.2 一
月 1-3回程度 1 91 1 1.0 79.6 9.4 

』軍先めを主し年皇四l 年6-11回程度 1 26 4.0 74.6 21.4 

年 5回以下 1 73 3.5 68.8 26.0 1.7 

念し 71 一 62.0 35.2 2.8 

(注) 有意差検定はX2検定(以下同じ)

表5 スポーツ志向とスポーツの愛好との関連

表4 スポーツ志向とスポーツの価値観との関連

表5 スポーツ志向と運動技術との関連

、
‘
 

‘
 

線はいずれも項目問K有意差のあ

ることを示す。 数字はクラマー

の関連系数をあらわす。

一戸主主5 -5>νCr主主3

.νCrく3

園2 卒業後のフィジカル・レクリエー
ションの関連図

スポーツの愛好 スポーツの価値観 運 動 技 術

ス す き 積 で や 多 得 得 全
とポ でき や極 やき やり 人〈 人意 人意 人種 〈
と1 もで ら る的 つる れた 並の 並種 並種 並目 自
カEヅ なも ベ¥IC

主が主り
ばい 以種 程目 程自 程が 信

すを いき ν、 き よも 上目 度あ 度念 度 治1

きす ら だ よ いの 地2 り し ~ 
る い ν、 ili 

4険
い

ス 非常Kやりたい 83 100 18.1 80.7 1.2 30.1 26.5 41.0 2.4 
ホ.
機会があればやりたい 569 96.0 4.0 3.3 88.6 8.1 10.5 24.8 52.4 10.0 2.3 

ツ たまKはやりたい 122 36.9 54.4 5.7 2.5 68.0 29.5 1.6 8.2 50.0 27.0 13.1 
志向 やりたくない 5 40.0 60.0 60.0 半0.0 20.0 20.0 60.0 

P<ご0.01

〔まとめ〕

フィジカル・レクリエーションの実施はスポ

ーツ志向と強い関連があり、同時にそ ζ でのス

ポーツ志向はスポーツの愛好、スポーツの価値

観、運動技術と強い関連がみられる。この ζ と

は、卒業のフィジカル・レクリエ ショ yの実

施はスポーツの意欲によって強く支えられてb

P、さらにその意欲はスポーツの愛好、スポー

ツの価値観、運動技術の 3要因Kよって規定さ

P<O.O 1 P<O.OI 

れているととを示すものであるといってよかろ

う。とれらの関係をまとめて図示すると図 2の

よう Kなる。

2 高校における体育・スポーツ

高校κbける体育・スポーツを正課体育と課

外体育とに分けて考察する。

〔反応内容〕

正課体育について、まず体育実技の授業K対
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する価値態度についてみると、たとえば「体育

実技は高校教育の科目のなかでもっとも価値あ

るものの 1つだJI'C賛成しているもの 54. 0 % 

(資料 22 Q 2 )、 「高校は人間形成をすると

ζろであるから、その意味で体育実技はかかす

ととができないものだJI'C賛成しているもの

9 O. 1 % (資料 22 Q 3 )と、体育実技の高校

教育κbける存在価値を肯定しているものが多

い。つぎに、体育実技の効果についてみると、

「健康の増進と強い体力の養成」、 「協調性と

よい人間関係」、 「気分の転換」には、それぞ

れ 81. 3 %、 80.2%、 87.2%のものが「役

立っている」と肯定的反応をしているが、 「体

育の授業でえた運動技術が、今日社会人となっ

たときにも役立っている」とするものは 49.5 

%で約半数が肯定しているにすぎな¥A(資料23)。

また授業に対する評価についてみると、高校で

受けた体育実技.の授業が「とても充実していた」

と反応しているものは 5% (資料 18 )ときわ

めて少なく、また教官の授業のすすめ方K対し

でも「とてもよかったJとするものは 6.2%

(資料 19)にすぎない。それにもかかわらず、

授業への参加態度は積極的であり、体育実技の

授業にはきわめて好意的である(資料 17.20)。

つをに、課外体育Kついて、まず高校時代の

運動経験Kついてみると、運動部経験者は 77.4

% (資料4)である。また「スポーツをよくや

った方だ」とするものは 43.3%、「スポ ツを

ほとんどやらなかったJとするものは 13. 5 % 

となっている(資料 7)。つぎに、運動クラプ

活動に対する価値態度についてみると、たとえ

ば「運動クラプ活動は高校生活にかかすことが

できないものであるJvc賛成しているもの 81 

% (資料 24 Q 1 )、また「運動クラプ活動は

高校教育の重要な要素であるJI'C賛成している

もの 83.4 % (資料 24 Q 2 )と、高校Kかけ

る運動クラプ活動の重要性を肯定しているもの

が多い。つぎに、運動クラブ活動の効果につい

てみると「気分の転換Jをのぞいては、全般的

に体育実技の場合よりも効果を認めているもの

が多い。とくに、 「運動クラプ活動でえた運動

技術が今日社会人となったときにも役立ってい

る」とするもの 68.3 % (資料 23 Q 7 )と、

体育実技の場合よりもかなり高くなっている。

〔項目聞の関係〕

正課体育では、表 6・7・8と図 3の左半分

に示すように、教官に対する評価、授業K対す

ご士線はいずれも項目間κ有意差のあることを示す。 数字はタラマーの関連系数をあらわす。

正課体育 課外体育
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図3 高校における体育・スポーツの関連図
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表6 .体育実技の効果と授業に対する評価 表 7 体育実技の効果と教官に対する評価

授業K対する評価 教宮 K対する評価

と ど と充
て 点う は実
充も もか いし
あと えて F<O.u1 

実 つ思 念い
たう いた (N) 

と ま よ
て あ とか

よも よ はつ

地込 地込
ャ、た

砕くD.Ol
て〉 つ え念

た た レ、 (N) 

体育実技 好意的 7.4 74.6 18.0 165 体育実技 好意的 9.1 78.8 12.1 165 

の 中間的 2.9 69.7 27.4 208 の 中間的 2.9 76.0 21.2 208 

効 果 非好意的 1.8 52.1 46.1 406 効 果 非好意的 3.0 57.6 39.4 40.6 

X2検定(以後同じ)
体育実技の効果たよび運動クラブ活動の効果Kついては、 Q1. 2.6.1'C対して、好意的反応… 1点 中間的反応… 0点
非好意的反応…-1点を与えて、その合計が 3点…好意的 1-2点…中間的 0-ー 3点…非好意的とした。

表8 体育実技に対する価値態度と体育実技の効果

表9 運動クラブ活動に対する価値態度と運動クラブの効果

表 10運動クラブ活動に対する価値態度と高校時代の運動経験

体育実技の効果

好 中 非

好
意 間 Fく

意 0.u1 
的 的 的 (N) 

価る遺書

まったく
69.2 19.4 1 1.4 201 その通りだ

そんな
f直 タ実 気もする 61.8 22.7 15.5 220 フ技

態
フあ どちらとも

43.9 33.7 22.4 260 K る いえない

度
対ぃ そうは
すは 思わない 33.8 I 33.1 I 33.1 98 

一一一

表 11 運動クラブ活動の効果と高校時代の
運動経験

高校時代の運動経験

よ あ やほ
〈 る らと
や 程 なん
てコ や度 かど
た 'つ つ P<O.OI 
た た (N) 

逮 好意的 46.3 43.0 10.8 640 
動
のタ
フ 中間的 32.3 49.5 20.2 99 
効プ
活
果動 非好意的 22.5 37.5 40.0 40 

運動クラプ活動の効果 高校時代の運動経験

好 中 非 よ あ や』ま

好 〈 る 念らんと
意 間 砕く や や程 Pく

意 0.01 て〉 つ度 かど 0.u1 
的 的 的 (N) た た

て)

(N) 
た

88.1 1 1.5 1.4 430 58.8 35.8 5.3 430 

84.4 1 1.5 4.2 192 28.6 53.1 18.2 192 

64.7 25.5 9.8 51 19.6 51.0 29.4 51 

62.3 17.9 19.8 106 17.9 51.9 30.2 106 

る評価、体育実技の効果、授業への参加態度の

4者の聞には相互に有意な関連がある。また、

体育実技の授業に対する価値態度と体育実技の
※3 

効果ーと((t(運動技術の卒業後への効果ーとは

強い関連がある。また、体育実技の愛好と授業

への参加態度とは強い関連がある。

課外体育では、表 9、 10、 11と図 3の右半

分 Kみるようκ、運動クラプ活動に対する価値

態度、運動クラプ活動の効果、高校時代の運動

経験の 3者相互の聞には、いずれも有意な関連

がある。左かでも、運動技術の卒業後への効薬4

※3 r運動技術の卒業後への効果」は「体育実技でえた運動技術は、社会人KなったときKも役立つているJとする
項目をさす(資料 23-Q7)。
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と運動クラプ活動に対する価値態度とは強い関

連がある。

〔まとめ〕

正課体育についてみれば、教官の授業のすす

め方や授業κ対する評価は低〈、高校vcj;~ける

体育実技の効果を認める度合も高くは念いが、

体育実技の高校にbける存在価値を積極的K肯

定しているものは多い。授業に対する評価、体

育実技の効果、授業への参加態度、体育実技の

授業に対する価値態度の 4者聞にはそれぞれ相

互に強い関連があるが、とのことは、教官や授

業に対する評価が高まれば、相E関係にある授

業の効果K対する認識が高まり、それがやがて

授業への積極的参加をうながし、体育実技愛好

への態度や体育実技への価値態度が形成されて

いく ζ とを示唆しているといえよう。後述する

ように、とのように形成された体育実技愛好へ

の態度と体育実技に対する価値態度は、卒業後

のフィジカノレ・レクリエーションと関係をもっ

てくるのである。

課外体育 Kつhてみれば、高校時代にスポー

ツをよ〈ゃったとするものは決して多いとはい

えない。運動クラプ活動に対する価値態度と運

動クラブ活動の効果bよび高校時代の運動経験

の 3者の聞には相互K強い関連がみられるが、

ζの ζ とは高校時代κあっては、運動経験の豊

富なものは運動クラプ活動K多くの効果を認め

る傾向にあり、その効果を認識するととが高校

にかける運動クラプ活動の意義をより高〈評価

してい〈要因のひとつになっている ζ とを示し

ているといえよう。後述するよう K、こうして

高校時代κ形成された運動クラプ活動に対する

価値意識は、スポーツ K対する価値観を高め、

卒業後のフィジカノレ・レクリエーションと関係

してくるのである。 ζれらの関係をまとめて図

示すると図 3のよう K左る。

5 高校におlオる体育・スポーツと卒業後のフ

ィジカル・レクリエーションとの関係

高校になける体育・スポーツと卒業後のフィ

ジカル・レクリエーションとの接点に、スポ

ツの愛好、スポーツの価値観、運動技術の 3要

因を仮定し、とれらの 3要因と卒業後のフィジ

カル・レクリエーションとの聞には、すべて強

い関連があるととは前述したとなりである。し

たがって、 ζζ では ζれら 3要因と高校Kかけ

る体育・スポーツとの関係を明らかにする。と

のととは、また高校Kかける体育・スポーツと

卒業後のフィジカル・レクリエーションとの関

表 12 スポーツの愛好と体育実技の愛好 表 13 スポーツの愛好と運動クラブ活動の効果

表 14 スポーツの愛好と高校時代の運動経験

体育実技の愛好 運動クラブ活動の効果 高校時代の運動経験

ナ す きら き 好 中 手ド よ あ やほ
き 好 〈

や程度る
念らんと

念 レ、 ら 意 間 や

き 方 方念
P 意

|対;
つ かど P 

い <D.u1 
的 的 的

た てコ てコ <D.u1 
(N) た た (N) I 

す き 47.0 44.4 8.0 0.6 674 85.2 12.3 2.5 674 49.0 41.2 9.8 674 

スポーツ すきでも
5.3 54.7 38.9 1.1 95 7.4 58.9 33.7 95 

の愛好 きらいでもない 64.2 14.7 21.1 95 

き ら ν、 20 50 30 10 50.0 20.0 30.0 10 30.0 70.0 10 I 

※4 r還動技術の卒業後への効果Jは「運動クラプ活動でえた運動技術は社会人K念ったときKも役立っているJと
する項目をさす(資料24Q7)。
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係を明らかにする ζ とにもなる。

〔項目聞の関係〕

スポーツの愛好と高校にかける体育・スポー

ツとの関連

正課体育との関係では、表 12と図 4の左半

分K示すよう K、スポーツの愛好は体育実技の

愛好と体育実技の成績と有意な関連K あるが、

他の項目とは有意な関連がみられない。一方、

課外体育との関係では表 13・14・15と図4の右

半分K示すように、スポーツの愛好は、高校時

表 15スポーツの愛好と運動クラブ活動に対す

る価値態度

スポーツの愛好

す きらす き

ν、き
らでで

き
もも
レ、
13?1 ~ 

い

対捕運 のEでる溜でととは禽生躍Q の， 
まったく 93.0 6.5 
そ回通りだ

0.5 430 

るタ そんな
価ラ 気もする 80.7 

18.2 1.0 192 

値プ どちらとも
態活 いえない 76.5 17.6 5.9 106 

度動
K 

そうは
75.5 21.7 恩わない 2.8 51 

代の運動経験、運動クラプ活動の効果、運動ク

ラプ活動K対する価値態度の 3要因といずれも

有意な関連がある。

スポーツの価値観と高校VCj;--ける体育・スポ

ーツとの関連

三五二三2虫隼患は、表 16・17と図 4の中
央κ示すよう K、正課体育の体育実技の授業に

対する価値態度、課外体育の運動クラプ活動K

対する価値態度と有意な関連κある。しかし、

他の項目とは全く関連がみられない。

運動技術と高校になける体育・スポーツとの

関連

運動技術は、表 18・19・20 と図 4VC示す

ように、課外体育とは有意な関連があるが、正

課体育とは有意な関連がみられない。すなわち、

運動技術と有意な関速にあるものは、高校時代

の運動経験、運動クラプ活動の効果、運動クラ

ブ活動に対する価値態度であり、 ζれらはすべ

て課外体育の範騰に属するものである。

〔まとめ〕

以上のととから、高校VCj;~ける体育・スポー

ツと卒業後のフィジカル・レクリエーションは、

表 16 スポーツの価値観と体育実技に対する価値態度

表 17 スポーツの価値観と運動クラブ活動に対する価値態度

体育実技に対する価値態度 運動クラフ・活動κ対する偲値態度

Qr体育嘆設は高校教育科目のなかでもっとも Qr高校の運動タラフ活動は高校生活にかくと
価値あるものの1つだ」 とのできないものである」

ま そ ど そ ま そ ど そ
そっ ん ち う そっ ん ち う
のた 気な いら 思は のた 気~ いら 思は
通〈 も えと わ 通〈 も えと わ
り す まも ~ fl<D.01 り す 念も ~ P<D.u1 
だ る い レ3 (N) だ る ν、 い (N) 

ス 積極的K
ポ やるべきだ 31.5 27.0 5.4 32.4 37 62.2 27.0 10.8 37 

ツ できるだけ
の ゃった方がよい

26.6 29.6 1 3.1 30.9 657 58.9 23.7 4.7 12.6 657 

価
値 やりたいものが

15.3 20.0 11.8 52.9 85 34.1 30.6 1 1.8 23.5 85 観 やればよい
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運動技能と運動クラブ活動に対する価値態度表 19運動技術と運動クラブ活動の効果表 18

表20
運動クラフ・活動闘すする倒直観変

運動クラブ活動の効果 Qr高校の運動クラフ活援紙鳶絞生活 高校時代の運動経験

I'Lかくことのできないものである」

好 中 手ド ま そ ど そ よ あ やほ
そっ ん ち う 〈 る らと

意 間
好 のた 気~ いら 思は や 程 なん

意
P<:O.o1 通〈 も えと わ 砕くD.o1 て〉 や度 かど P<:O.o1 

り ナ なも ~ た ヲコ
てコ

的 的 的 (N) だ る レ、 ν、 (N) た た (N) 

多くの種目
90.8 5.7 3.4 87 67.0 17.2 6.9 6.9 87 81.6 16.1 2.3 87 

運 人並以上

得意種目あり
87.3 9.8 2.9 173 67.1 22.0 4.6 6.4 173 68.8 28.3 2.9 173 

動 人並程度

得意種目なし
82.2 14.5 3.3 394 53.0 26.6 3.8 16.5 394 32.2 54.6 13.2 394 

人並程度
技
l種目が
人並程度

71.0 1 6.1 12.9 93 47.3 25.8 8.6 18.3 93 21.5 52.7 25.8 93 

術
全〈自信なし 62.5 15.6 21.9 32 31.3 31.3 12.5 25.0 32 31.3 68.8 32 

』ー

運動技術と高校時代の運動経験

高校における体育・スポーツと卒業後のスポーツ行動との関連図国4

⑧各項目問。関連はx'腕1.-.さらに危険率時以下で有杭関連防るも開ついては関連噛
強弱音タラマ-D関連係数で求めた

圃圃ー νrr孟5 一一-s>VCr孟3 一一一ーνむ<3

9一

高
校
k
h
g
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ



スポーツの愛好、スポーツの価値観、運動技術

を媒介として結合している ζ とが明らかKされ

たといえる。その関連の度合は正課体育よりも

課外体育VC;j:，~ lr>てよ P強〈みとめられる。すな

わち、正課体育はスポーツの愛好とスポーツの

価値観を媒介として卒業後のフィジカル・レク

リエーションと関連しているが運動技術とは関

.速がない。 ζのととは、正課体育κ関しては授

業への積極的参加と体育実技愛好への態度形成

が、卒業後のスポーツ愛好の程度を高め、さら

に卒業後のフィジカル・レクリエーションに関

係してくるととを示し、また一方体育実技の授

業κ対する価値態度b よび体育実技の効果とス

ポーツの価値観の 3者の関係を吟味すると、高

校時代の体育実技の効果κ対する認識が高まる

ζ とが授業に対する価値意識を高め、それがや

がてスポーツの価値観に影響を与え、卒業後の

フィジカル・レクリエーションにつながってい

〈可能性を示しているといってよい。他方、課

外体育はスポーツの愛好、スポ ツの価値観、

運動技術の 3要因を媒介として卒業後のフィジ

カノレ・レクリエーションと強〈関連し合ってい

る。とのととは、諜外体育κ関しては、運動経

験が基盤にあって、それが運動クラプ活動の効

果に対する認識や運動クラブ活動に対する価値

態度を高め、それが接点としてのスポーツの愛

好、スポーツの価値観、運動技術とからみあっ

て、卒業後のフィジカノレ・レク 9エーションを

規定しているといえる。さらに、運動経験はダ

イレクト K運動技術とスポーツの愛好と結びつ

いて卒業後のフィジカル・レクリエーションに

影響をb よぼしているのである。以上の関係を

まとめると図 4のようになる。

かよびスポーツ活動と卒業後のスポーツ行動と

の関係-Jの論文で、大学κかける体育・スポ

ーツと卒業後のフィジカノレ・レクリエーション

との関係を究明してきたが、本論文ではそれと

同様な方法をもちいて、高校に辛子ける体育・ス

ポーツと卒業後のフィジカル・レク 9エ←ション

との関係を資料にもとづいて論じてきたのであ

る。そ ζで、以下前回の調査結果をも参考にし

ながら、今回得られたい〈つかの知見を整理し

てみるととにする。

(1) 高校卒業者は、高校教育で受けた正課体

育の授業内容や教官の授業のすすめ方には満足

してhるものは少ない。しかし高校教育VCi;-け

る体育実技の必要性や意義を積極的K認めてい

る。

(2) しかし、卒業後社会人としての生活のな

かでフィジカル・レクリエーションK参加する

場合、正課体育でえた運動技術よ Pも課外体育

でえた運動技術の方をよ P高〈評価している。

(3) 今回の調査に辛子いても、大学の場合と同

様、学校κbける体育・スポーツと卒業後のフ

ィジカル・レク 9エーションとの関係、は、スポ

ーツの愛好、スポーツの価値観、運動技術の 3

要因をフィノレターとして結合している ζ とが明

らかであった。

(4) また、 3要因のうち、スポーツの愛好と

スポーツの価値観の 2要因は、正課体育と課外

体育の両方と関連しているが、運動技術は課外

体育とのみ深〈関連している。

(5) 以上のととは、正課体育は体育実技への

愛好の態度と体育実技の授業に対する価値態度

を媒介として、卒業後のフィジカル・レクリエ

ーションと結合しているととを示すものである。

また、正課体育と運動技術との聞に関連がみら

W むすび れないととは、技術面κbいては課外体育の影

すで K筆者は、昭和 47年に「学校体育と社 響が強〈、体育教育κbける正諜体育の限界を

会体育の接点K関する研究一大学にbける体育 示しているものと考えられる。
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(6) 卒業後のフィジカノレ・レクリエ ション 今回の調査でも実証された。 ζの点 Kついての

との関連では、高校時代の運動経験が重要な要 資料は本論文では割愛せざるを得なかったが、

素となっている。高校時代の運動経験は、運動 その傾向は、論文「現在やっているスポーツ種

技術とスポーツの愛好と直接結合し、卒業後の 目と学校時代tLi?けるその種目経験との関係J

フィジカノレ・レクリエーションと関係している。 の項ーで詳細κのペであるので参照されたい。

(7) しかし、運動経験そのものは、スポーツ

の価値観とは直接関連がみられない。とのよう

な傾向は大学の場合にもみられた。

(8) したがって、高校Kなける運動経験が卒

業後社会人としての生活をするなかでのスポ

ツの価値観とは結びついてい左いとと、高校に

会ける正課体育がスポ ツの価値観と結びつい

ている ζ と、との2つの結果をあわせ考えると、

高校になける正課体育は単なるスポーツの実践

やスポーツの興味、関心あるいは運動技術の追

求になわるのではなく、スポーツの価値観を高

めるような認識をともなった授業になってこそ、

それは卒業後のフィジカノレ・レクリエ ション

へのより大きなポテンシャリティになり得ると

考える。

なか、紙耐の関係で本論文ではふれるととが

できなかったが、前回の大学卒業者の場合Kみ

られたよう陀、卒業後社会人としての生活のな

かでnなわれるフィジカノレ・レクリエーション
は、学校時代に教青の場を通して経験した ζ と

のあるスポーツ種目から選択されるよりも、む

しろ学校教育の念かでは全〈経験したことのな

い縄目から選択されるととが多いという結果は、

11 
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